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資料１ 

 

A 子さんは 0 歳からのアトピー性皮膚炎に始まり、様々なアレルギーを持っています。 

2 人の娘もそれぞれに違ったアレルギーを持っており、日々の食事など苦労が絶えません。 

なぜ、アレルギーになってしまうのでしょうか？ 

様々な要因があるようですが、まだまだ未知な部分も多いのが現状です。 

以下の文章や図表はそれらを分析したものです。 

あなたが考える主要なアレルギーの要因を３つあげ、推論を展開しなさい。 

※必ずしも以下の資料を使う必要はありません。 

 

アレルギーとは 国立成育医療研究センター 

私たちの体には、細菌・ウイルス・寄生虫などの感染性微生物や異物などから、身を守るための「免

疫」という仕組みがそなわっています。この免疫の働きが、現代文明による環境やライフサイクルの変

化によって異常を起こし、くしゃみ、発疹、呼吸困難などの症状を起こしてしまう状態が「アレルギ

ー」です。 

アレルギー疾患には、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）、アレ

ルギー性結膜炎、気管支喘息（ぜんそく）、薬剤・昆虫アレルギーなど…症状・経過とも多様な疾患が

含まれます。 

アレルギー・マーチってなに？ 

小児期には、これらの疾患が、乳幼児期のアトピー性皮膚炎を始まりとし、続いて食物アレルギー、気

管支喘息、アレルギー性鼻炎と次々と異なる時期に出現してくることが多く、これを「アレルギー・マ

ーチ（atopic march）」と呼びます。近年小児のアレルギー疾患が増加する中で、この「アレルギー・

マーチ」の発症、進展を予防することが重要な課題であり、そのための早期診断、早期介入の研究が進

められています。アレルギーセンターでは、これらの最新の研究結果を診療に活かせるよう努めており

ます。また、診療に活かせるような新たな知見を得るべく研究を進めています。 

アレルギーのしくみ 

アレルギーの原因となる物質を「アレルゲン（抗原）」といい、私たちの身のまわりには、食物、花

粉、ダニなど多くのアレルゲンが存在します。このアレルゲンが体の中に入ると異物とみなして排除し

ようとする免疫機能がはたらき、「IgE 抗体」という物質が作られ、この状態を「感作」といいます。

いったん感作が成立した後に、再度アレルゲンが体内に入ると、IgE 抗体がくっつき、マスト細胞から

ヒスタミンなどの化学伝達物質が放出され、アレルギー症状を引き起こします。 

経皮感作と経口免疫寛容 

正常な皮膚は、角質に守られており、異物が侵入しにくいつくりになっています。しかし、湿疹などが

あり、アレルゲンが皮膚のバリアを通過して、表皮や真皮に侵入すると、免疫細胞と反応して感作が起

こります。これを「経皮感作」といいます。 

一方、無害なアレルゲンに対しては、制御性 T細胞（Tレグ）と呼ばれるリンパ球が働き、アレルギー

反応は起こりません。これを免疫学的寛容といいます。アレルギーがある人は、このシステムがうまく



いっていないと考えられています。「経口免疫寛容」とは、食べたものに対して過剰なアレルギー反応

を起こさないようにする仕組みのことです。 

以前まで、食物アレルギーは消化管でアレルゲンが吸収され感作が成立する腸管感作が主体と考えられ

ていました。ところが近年の研究結果から、スキンケア不足による「経皮感作」により食物アレルギー

は進行し、食物アレルゲンを症状なく食べて摂取を続けることにより「経口免疫寛容」が誘導されるこ

とがわかってきました。 

アレルギー疾患の発症予防 

アレルギー疾患は、遺伝要因や環境要因などが関与していると言われていますが、様々な原因や悪化因

子があり、また年齢や個々の患者さんによってそれぞれ異なるため、予防法が確立していませんでし

た。しかし、発症のメカニズムや悪化原因などの解明が進み、少しずつ分かってきたこともあります。

代表的なものは以下の通りです。 

アトピー性皮膚炎の予防 

2014年に、当院から世界で初めて有効なアレルギー疾患の発症予防法が研究成果として発表されまし

た。成育出生コホート研究におけるランダム化臨床研究介入試験で、新生児期からの保湿剤塗布により

アトピー性皮膚炎の発症リスクが 3割以上低下することが分かりました。 

皮膚のバリア機能が障害された状態で、早期に十分な対応がなされず皮疹の改善が遅れると、食物アレ

ルゲンの皮膚感作が進行します。スキンケアを徹底して行い、皮膚バリア機能を改善し、新たな皮膚感

作を起こさないようにしましょう。 

食物アレルギーの予防 

2017年に発表された当院での研究結果（PETITスタディ）から、アトピー性皮膚炎のある乳児に対し

その湿疹をしっかり治療しながら加熱鶏卵を少量ずつ経口摂取させることで、卵アレルギーの発症を減

少させることができることがわかりました。 

妊娠中や授乳中に母親が特定の食物を除去することは、効果が否定されています。さらに母親の栄養状

態に対して有害であり、推奨されていません。乳児に対して特定の食物の摂取開始時期を遅らせること

も、発症リスクを低下させることにはつながらず、推奨されていません。 

離乳食の開始時期を遅らせたり、予防的に除去したりすることは、経口免疫寛容の誘導する機会を失う

ことにつながり、結果的に食物アレルギーの感作を進行させてしまいます。自己判断や血液検査の結果

のみを根拠とした食物除去は行わず、医師による正しい診断に基づいて、最小限の食事制限を心がけま

しょう。 

気管支喘息（ぜんそく）の予防 

日常生活におけるポイントとしては、乳児期に風邪の代表的な原因ウイルスである、RSウイルスやラ

イノウイルスといったウイルス感染をくり返すと喘息を発症しやすくなるといわれています。そのた

め、手洗いなどを行い、ウイルス感染症を予防することが大切となります。 

一方、当センターで出生した児を対象とした研究で、2 歳までに抗菌薬を使用したことがある児は、5

歳時の気管支喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎といったアレルギー疾患のリスクが高まるこ

とが分かりました。一般的な風邪のほとんどはウイルス感染であり、抗菌薬は効果がないことからも、

不要な抗菌薬の使用は避ける必要があります。 

また、アレルギーの原因となるアレルゲンが、乳児期から幼児期にかけて、食物からダニやハウスダス

トなどに変化していくとされています。そのため、ダニ対策を中心とした環境整備を行うことが、発症

予防につながる可能性があります。自動車の排気ガスなどに含まれる大気汚染物質も、その後の喘息発

症のリスクとなることが分かっており、発症を防ぐためにはこれらの対策も大切です。 

さらに、アトピー性皮膚炎を発症している場合は、皮膚を炎症がない状態に保つことで皮膚から体内に

ダニやハウスダストなどの吸入アレルゲンが進入するのを防ぎ、喘息の発症予防につながる可能性があ

るとされています。 



資料２ 

 

アレルギー人口の推移 

 

  



資料３：【アレルギー疾患に関する調査研究委員会（平成 19 年３月）】 



 

 



資料４ 

 

 

 

  

令和 4 年 消費者庁 ⾷物アレルギー報告 



資料５ 

 



 

 
  



資料６ 

 

『増える成人のアレルギー』NHK解説委員室 2019 



 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料７ 

 

l アレルギーの患者さんはなぜ増えているのか 

現在、日本などのいわゆる先進国と呼ばれる国々で、花粉症や喘息、食物アレルギーなどのアレル

ギー性疾患の患者さんの数は増加傾向にあります。例えばわが国では、最近では小学校低学年児童

にまで花粉症が見られるようになっています。一方で、いわゆる発展途上国では、アレルギー性疾

患はそれほど増えていません。この違いを説明する仮説の一つが、衛生仮説と呼ばれている説で

す。衛生仮説とは、乳幼児期の衛生環境が個体の免疫系の発達へ影響を及ぼして、その個体がアレ

ルギーになりやすいかどうかを決めると言う仮説です。その一例が、乳幼児期の感染とアレルギー

発症との関連についての仮説です。私たちの身体にあるリンパ球という細胞は、免疫機能を維持す

る上で大変重要な機能を担っている細胞の一つです。このリンパ球には様々な種類がありますが、

衛生仮説とは、この中の Th1（Ｔヘルパー1）細胞と Th2（Ｔヘルパー2）細胞という二つの細胞

のバランスを重視する説です。 

Th1細胞は細菌やウイルスに対する免疫・防御機構を担い、Th2 細胞は寄生虫に対する防御に預か

ると同時に、過剰になればアレルギー反応を引き起こします。私たちは生まれてくる時には、Th2

細胞が優位の状態で生まれてきます。これは、Th1細胞の産生するインターフェロンガンマという

物質が母親と胎児との間で拒絶反応を引き起こすことが無いように、Th1細胞を抑え込んでおく必

要があるためです。その後、様々な細菌やウイルスに感染することで Th1細胞の数や機能が高ま

り、当初Th2 に傾いていたバランスが修正されてゆくことで、免疫系全体としてのバランスがとれ

るようになります。 

ところが、生まれてからあまりに清潔な環境で過ごし、感染を受ける機会が少ないと、本来成熟す

るべき Th1反応が育ってこないために、いつまでたっても Th2優位の状態が是正されずにいる結

果、アレルギーの発症を引き起こしやすくしているというのがこの仮説です。この説を提唱したの

は、イギリスの Strachanという研究者達で、彼らは 1958年に英国で生まれた新生児約 1万 7千

人を対象に追跡調査を行い、アレルギーの発症に何が影響を及ぼすか解析しました。その結果、兄

や姉のいる弟妹ほど、統計学的にアレルギーに罹りにくいことが判りました。この結果を見て彼ら

は、弟や妹の方が兄姉から感染する機会が多いためにアレルギーになりにくいのではと考えて、衛

生状態が関与する仮説ということで「衛生仮説」と呼んで提唱したのです。その後、この仮説を支

持するような他の疫学的データや動物実験の結果も出てきて、この仮説の根本的な部分は支持され

るようになりました。 

ただし、現在では、単に Th1,Th2 細胞だけがアレルギーのなりやすさに影響を与えるリンパ球で

はないことが判っていますし、感染の機会の多い少ない以外にも、乳幼児期の腸内細菌環境や、デ

ィーゼル粒子の存在などの感染以外の環境要因も影響していることも知られています。いずれにせ

よ、私たちを取り巻く外部環境に対する個体の対応がアレルギー疾患の増加に繋がっていることは

間違いありません。 

それでは、例えば腸内細菌環境などの内部環境を整えることでアレルギーの発症は予防・抑制でき

るのでしょうか。マウスを用いた動物実験では、乳酸菌を食べさせると気管支喘息の程度を軽くす

ることができたという報告もされています。人では、現時点では明らかに科学的な効果は完全には

実証されていませんが、今後の研究の進展に期待したいところです。さらに、トータルライフケア

の視点に立てば、適切な食生活を送り、腸内細菌叢を健全な状態に保つことは、それ自体で直ちに

アレルギーの解決に結びつくとは言えないかも知れませんが、体全体の健康を増進させる上では大

変有益だといえます 



資料８ 

 

アレルギーと関係のある食品添加物 

医師 清益 功浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

エリスリトール ブドウ糖を原料とし酵母によって発酵させる事により作られる四炭素の糖アルコ

ールで人工甘味料 

→じんましん、アナフィラキシー 

含まれるもの：低カロリー飲料・野菜飲料栄養ドリンクなど 

カロリーは 0kcal/gで，砂糖の 60～80%の甘味度 

 

グルタミン酸ソーダ 調味料 

→喘息や慢性じんましんが起こることやアトピー性皮膚炎との関連が報告されています。 

中華料理店症候群（Chinese restaurant syndrome）の原因で、中華料理店でグルタミン酸ソーダ

を食べて、半日で喘息発作と皮膚が赤くなった症例を初めて報告されました。 

含まれるもの：中華料理全般、味の素、ソースなど 

 

これ以外に、食品には様々な食品添加物が含まれていますので、注意が必要です。 

  



資料９ 

 

赤ち ゃ ん が 花 粉 症 や ア ト ピ ー な ら な い ？  妊娠中 に予防で  

アレルギーを「予防接種」で防ぐ  

 妊娠中に「予防接種」を受けることで赤ちゃんがアレルギー体質にならないようにするしくみを、国

立成育医療研究センターなどの研究チームがマウスの実験で見つけ、２６日に発表した。花粉症や食物

アレルギー、ぜんそく、アトピー性皮膚炎などを防げる可能性がある。今後、人での効果を確かめて数

年以内の実用化を目指す。 

「灯台下暗し 」 だ っ た ア レ ル ギ ー予防  博士の着想が

原点  

 アレルギー体質になるかどうかは、生後３カ月までに免疫グ

ロブリンＥ（ＩｇＥ）と呼ばれる物質をたくさんつくる体質に

なるかどうかで決まる。ＩｇＥが花粉や食物、ダニなどと反応

し、花粉症や食物アレルギー、ぜんそくを発症する。 

 研究チームは、胎児や乳児期にのみ現れる「ｍＩｇＥ陽性Ｂ

細胞」に注目。この細胞の表面にあるＩｇＥに、花粉や食べ物

などの原因物質（アレルゲン）が結びつくと、ＩｇＥを大量に

作り始める。一方、このＩｇＥに特殊な薬を結合させると、細

胞を自殺させるスイッチが入り、生涯にわたってＩｇＥが作ら

れなくなる。 

 妊娠中の母親マウスに薬を注射すると、胎児マウスの体内で

は、ほとんどＩｇＥが増えないことを実験で確かめた。母体からへその緒を通じて赤ちゃんに送られ、

ｍＩｇＥ陽性Ｂ細胞が死滅した可能性が高いとみている。効果はマウスが生まれた後大人になっても続

き、アレルギー体質にはならなかった。悪影響がないことも確認した。 

 日本人の２人に１人が何らかのアレルギー疾患を抱えている。だが、これまで治療の多くは対症療法

だった。この技術を人に使えれば、将来にわたってアレルギーのリスクを下げられる。この薬はすでに

アレルギー患者の症状を和らげるために使われている。 

 ＩｇＥは今年７月に亡くなった石坂公成博士らが１９６６年に発見し、アレルギー検査などに広く使

われている。今回の研究は石坂博士が着想し、国立成育医療研究センターを中心に進めてきた。今後、

アレルギー体質の妊婦らに協力してもらい効果を検証する。 

 同センターの森田英明・アレルギー研究室長は「人での安全性を確認し、数年以内に臨床での実用化

につなげたい」と話した。（小坪遊） 


